












目的 

バルプロ酸,ホパンテン酸カルシウム投与中の Reye-like 症候群の報告が注目されている

が,本症の病態については不明の点が多い。今回,我々は,パルプロ酸,ホパンテン酸カルシ

ウム投与中の患者について,血中 NH3 を測定し,高アンモニア血症の頻度を調査すると共に

,高アンモニア血症をひきおこす要因について臨床的に検討し,本症の早期発見と予防シス

テムの確立を図ることを目的とした。 


